平成２８年度事業報告書
　　社会福祉法人福翠会は、平成3年に設立し、翌年に軽費老人ホーム(ケアハウス)諫早の里・英智園の開設をスタートに、今日まで、第1種社会福祉事業2事業所、いちご保育園などの第2種社会福祉事業10事業所を順次開設し、この間、社会福祉事業の主たる担い手として高い志をもって、法人運営の基本理念「人・地域・愛情を基軸に、人は心、信頼、安心と安全」を土台に据え、役職員一丸となり定款の目的実現に向け着実にすすめている。
一方、少子高齢化による厳しい財政状況の中、社会福祉の環境は、民間企業等の参入、福祉ニーズの多様化、複雑化により大きく変化している。

人々の生活や価値観が多種・多様化する中で、地域における様々なニーズに適切に対応していくため、一層の充実したサービスの提供が出来るかが、重要となる。

平成27年4月には、諫早市において、29人定員の小規模多機能型居宅介護事業所「よんしゃい」の開設と東京都世田谷区に、60人定員の認可保育所・烏山いちご保育園を開設。
平成28年3月現在、法人全体で、12事業所の合計定員457名、職員総数196名の規模となる。

さらに、平成２８年４月には、東京都世田谷区に烏山いちご保育園に続き、１２０人定員の第二いちご保育園を開設した。
社会福祉法人福翠会が持つ機能と役割を十分に発揮するためには、困難克服への更なる努力が求められることから、法人創設時の決意を忘れることなく、本計画の推進に努める。
[基本方針]
1 利用者の選択を尊重し、個人の尊厳を守り良質かつ安全なサービスの提供の実施
2 各種制度の動向を的確に見極め、中長期的に安定的、継続的な事業の運営と法人の方向性の設定
3 職員の資質向上、職場環境の向上と学生実習生等福祉人材の育成、確保

4 「第三者評価」「情報公開」「苦情解決」等透明性の確保

5 時代の要請に適応した堅実、積極的な事業展開
